
（別紙３）

～ 令和8年3月31日

（対象者数） 42 （回答者数）
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～ 令和8年3月31日

（対象者数） 12 （回答者数）
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○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

多様な療育プログラムを実施し、児童や保護者の意向を取り

入れながら支援を行っている。今後も、一人ひとりのニーズ

に応じた支援内容の充実を図るとともに、活動の幅を広げ、

より質の高い療育の提供に努める。

2

今後も積極的に研修へ参加し、学んだ内容を職員間で共有す

ることで、支援の質の向上と専門性の充実に努める。

3

今後も児童の興味や発達段階に応じた外出支援やイベントを

企画するとともに、必要に応じて講師を招いた活動を取り入

れ、地域との交流や体験活動をさらに充実させていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

職員間で声かけや情報共有を徹底し、役割分担を明確にする

ことで、見守り体制を強化し、児童が安心して過ごせる環境

づくりを進めていく。

2

換気方法や環境管理について職員間で意識を共有し、定期的

な換気や空気環境の改善を行うことで、感染症リスクの低減

に努める。

3

職員間のコミュニケーションを大切にし、相談しやすい環境

づくりや業務負担の見直しを行い、定着しやすい職場環境の

整備に努める。

活動プログラムや保護者支援の充実、コグトレの丁寧な確認 運動療育、ヴィジョントレーニング、コグトレ、SST、

PECS、個別療育・集団療育、外出支援、こども食堂、川遊

び、自転車活動、ライト・イット・アップ・ブルーのボラン

ティア活動、家族会など、多様な活動を実施している。事業所

ごとの特色を生かしたプログラムを提供し、コグトレは保護者

と内容を共有しながら実施している。児童が活動を選択できる

機会を設けるとともに、気持ちを丁寧に聞き取り、場面の切り

替えにも配慮した支援を心がけている。

研修制度の充実 職員がさまざまな研修を受講できる体制を整えており、受講費

用は会社が全額負担している。職員の専門性や支援力の向上に

努め、学んだ内容を日々の療育に生かしている。

外出支援等イベント企画 外出支援や季節・地域に合わせたイベントを企画し、児童の興

味や発達段階に応じた活動を取り入れている。安全面に配慮し

ながら、さまざまな経験や地域との交流を通して、社会性やコ

ミュニケーション力、自立心を育めるよう工夫している。

人員定着がしてない 職員が長く安心して働き続けられる環境づくりや、業務負担の

軽減、職員間の連携体制の強化が必要である。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

室内が広いため、玄関やトイレ対応などで職員が分かれて対応

する場面があり、一時的に見守りの体制が分散することがあ

る。

職員間の連携や役割分担をより明確にし、見守り体制を強化す

ることで、安全で安心できる支援環境の充実を図る。

事務所内の換気環境について、感染症対策の面で十分な配慮が

必要な部分がある。

事務所内の換気体制を整え、感染症リスクの低減に向けた環境

づくりが課題である。
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○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年3月31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 NPO法人すくすくはあと　すくすくキッズ

○保護者評価実施期間
令和8年3月1日

○保護者評価有効回答数
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